






































































友 田 孝 興（教授・ドイツ文学）
博物館特別展
の精神的能力と「天地の奥の奥を窮め尽くそ
う」とする認識目標とのギャップを克服する
ために悪魔と契約を結ぶのだ、という新しい
思想を作品のなかに組み入れたところにその
特質があり、転換期の時代の問題性を色濃く
象徴している。そして、信仰を蔑ろにした神
からの離反者の最期はこんなにも悲惨な地獄
堕ちが必定であるぞということを、民衆本ら
しく真面目さと遊びとを織り交ぜながら垂訓
的に描くのであるが、しかし問題の核心は、
ルネサンス的な巨人ともいうべきファウスト
による、知への衝動としての好奇心の果てし
なき拡大にあった。
ゲーテの『ファウスト』 知への衝動は悪
として断罪されるべきものなのか。この問題
性に６０年の歳月をかけて応えたのがゲーテで
ある。自ら魔術書に興味を覚え、ファウスト
の人形芝居や民衆本に親しんできた彼は、こ
れまでの３００年にわたるファウスト前史を踏
まえつつ、その地獄堕ちの伝統像を打ち破
り、自己の宗教観をもってファウストを救済
してしまうのだ。
物語の展開に先立つ「天上の序曲」におい
て、先ず彼は、ルター訳『聖書』の「ヨブ記」
（０４３）にならい、ファウストに救済の方向性
を与える。この前提に立って、第１部の前半
において、レンブラントの名画「錬金術師」
（０３０）にヒントを得ながら、人知の無力さに
絶望し、ついにはメフィスト（フランス語版
にドラクロワが見事な挿絵を数多く描いてい
る０４５）の甘言に乗り、悪魔との契約に至る
学者ファウスト（シェフェールの絵画０５９）
の悲劇を描き出す。後半はグレートヒェン悲
劇と呼ばれる部分である。魔女の秘薬によっ
て青年に変身したファウストとグレートヒェ
ンの愛の喜び（モーリッツ・レッチュの挿絵
０７５-６）、と悲しみ（ペーター・コルネーリウ
スの挿絵０８２）。そして彼との間に生まれた私
生児殺しの罪を、誰に転嫁することもなく、
その一切を神の裁きの手に委ねる彼女と、そ
れに対する神の救済の声（前掲１０１）。実に悲
しくも美しい結末の描写である。これらの筋
の展開が名画によって視覚的に捉えられると
ころに、今回の展観の感動的特色があった。
そしてゲーテの自筆原稿（０３８）やシューベ
ルトの自筆楽譜（０８４）等がその感動により
一層の喜びを与えてくれた。是非とも、今一
度、図録を見ながら作品を読み返し、ゲーテ
の詩的世界の偉大さに触れていただきたい。
そして第２部におけるファウスト自身の救済
の意味を考えてくだされば幸いである。
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